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【
研
究
の
背
景
と
目
的
一

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
占
領
期
に
日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
る
図
書
、
雑
誌
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
な
ど
の
出

版
物
す
べ
て
を
検
閲
の
対
象
に
し
た
。
検
閲
は
参
謀
第
二
部

（
Ｇ
２
）
の
Ｑ
皇
○
２
８
筋
宮
口
己
⑦
国
９
日
⑦
貝
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
が

行
い
、
そ
の
期
間
は
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
末
ま
で
で

あ
っ
た
。
検
閲
の
た
め
に
日
本
側
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
出
版

物
と
Ｃ
Ｃ
Ｄ
が
作
成
し
た
検
閲
文
書
は
、
Ｇ
２
の
歴
史
課
に
勤

務
し
た
の
日
合
己
君
も
国
眉
①
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
大
学
に
譲
渡
さ
れ
、
マ
ヅ
ヶ
ル
デ
ィ
ン
図
書
館
内
に
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

53

占
領
期
の
医
療
・
看
護
に
関
す
る
出
版
物

の
検
閲
（
二
Ｉ
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
「
看
護
学

雑
誌
」
に
つ
い
て

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

大
石
杉
乃
・
喜
多
加
奈
子

平
尾
真
智
子
・
芳
賀
佐
和
子

〔
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
『
看
護
学
雑
誌
」
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
｝

『
看
護
学
雑
誌
」
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
強
力
な
指
導
の
も
と

に
一
九
四
六
年
一
○
月
一
五
日
に
日
本
医
学
雑
誌
株
式
会
社
（
医

学
書
院
の
前
身
）
か
ら
発
刊
さ
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

『
看
護
学
雑
誌
」
は
創
刊
号
か
ら
六
巻
四
号
二
九
四
九
年
一

○
月
号
）
ま
で
が
検
閲
の
対
象
と
な
り
、
こ
の
間
に
計
三
五
号

（
以
下
、
冊
と
記
載
す
る
）
が
発
行
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に

は
計
三
三
冊
両
巴
一
喝
を
含
む
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
欠
号

の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
表
紙
に
検
閲
済
の
ス

タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
七
冊
に
は
内
容
の
英
訳
と

検
閲
記
録
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
検
閲
は
、
一
巻
一
号
、
一
巻

二
号
（
一
九
四
六
年
一
○
・
一
一
月
号
）
が
出
版
前
で
あ
っ
た

が
、
一
巻
三
号
（
一
九
四
六
年
一
二
月
号
）
か
ら
は
「
郵
送
、

事
後
検
閲
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
出
版
後
の
検
閲
に
変
更
さ

本
研
究
で
は
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
最
初
に
発
行
さ
れ
た
看
護
の
全
国
誌
で
あ
る

『
看
護
学
雑
誌
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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れ
た
こ
と
が
わ
か
る
ｃ
発
行
が
保
留
や
禁
止
に
な
っ
た
も
の
は

な
か
っ
た
。
一
巻
六
号
二
九
四
七
年
四
月
号
）
の
表
紙
に
は
、

「
発
行
部
数
一
○
・
○
○
○
部
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
側

に
は
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
看
護
学
雑
誌
」
の
発
行

部
数
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

検
閲
文
書
に
弓
Ｃ
い
い
量
①
く
巨
昌
ｏ
己
と
明
記
さ
れ
た
の
は
、

一
巻
四
号
二
九
四
七
年
一
月
号
）
と
二
巻
二
号
（
一
九
四
七

年
七
月
号
）
で
あ
っ
た
。
前
者
は
「
看
護
学
雑
誌
」
編
集
長
で

あ
る
太
田
千
鶴
夫
に
よ
る
「
看
護
婦
ボ
ル
ト
ン
婦
人
（
三
こ
と

い
う
記
事
で
、
『
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
恋
人
」
に
登
場
す
る
看
護

婦
ボ
ル
ト
ン
夫
人
が
炭
坑
看
護
婦
と
し
て
患
者
を
看
護
し
、
希

望
ま
で
与
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
は
や
し
ゆ

き
ま
さ
著
の
「
菊
池
氏
へ
の
反
對
」
で
、
作
家
の
菊
地
克
己
が

一
巻
五
号
に
掲
載
し
た
資
本
主
義
を
擁
護
す
る
記
事
に
対
す
る

反
論
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
を
例
に
あ
げ
社
会
主
義
を
擁
護

す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
上
層
部
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

許
可
さ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
た
が
、
書
き
直
し
の
指
示
は
な

く
、
発
行
に
対
す
る
規
制
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
以
外

の
検
閲
記
録
の
ほ
と
ん
ど
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ
フ
の
活

一
ま
と
め
】

『
看
護
学
雑
誌
」
の
検
閲
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
に
関

す
る
記
事
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ス
タ
ヅ
フ
の
文
章
お
よ
び
外
国
人
が
記
載

し
た
記
事
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
弓
Ｃ
め
い
筐
①
く
巨
昌
ｏ
己
と
認

定
さ
れ
た
記
事
が
二
件
認
め
ら
れ
た
が
、
医
療
や
看
護
と
は
関

係
が
な
い
内
容
で
あ
っ
た
。
発
行
の
差
止
め
や
書
き
直
し
の
指

示
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
検
閲
内
容
は
、
医
療
や
看
護
に
関
わ

る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

不
明
で
あ
っ
た
発
刊
初
期
の
『
看
護
学
雑
誌
」
発
刊
部
数
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

動
に
関
す
る
記
事
、
外
国
人
が
記
載
し
た
記
事
の
内
容
を
確
認

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
国
昌
８
司
邑
で
呂
昌
の
欄
で
は
司
侭
言
」

「
。
①
昌
①
こ
「
碍
呉
ご
「
○
○
国
、
の
『
く
里
冒
①
」
「
匡
ウ
の
国
と
「
詞
画
昌
の
里
」

の
六
段
階
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
た
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
残

さ
れ
て
い
る
の
は
九
件
で
、
七
件
が
「
。
⑦
。
房
『
」
、
二
件
が

「
序
員
⑦
こ
か
つ
「
匡
冨
崗
昌
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。


